
空間

　私は、街を構成する多くの建築が、内外や部屋同士の関係をはっきりと区分しており、空間的魅力に乏し
いと考える。
本研究では、従来のシェルターのような建築手法ではなく、境界の操作によって建築空間に奥行きを与え、
それぞれの関係を二分しない「深さを持った建築」を提案する。

01_空間：要素が減らされた場所
　空間という言葉は「（ものが存在せず）空いている場所」と定義され、その場に満たされている何かしらの
要素を減らす事で生まれていると考えられる。
つまり、空間とは、境界が外気や日射といった要素を減らした際に生まれる、要素の切り替わりによって発
生するものであると言える。
その為、空間には減らされた要素によって異なる特徴が生まれ、様々な状態の場所が存在している。

深さを与える設計手法
ー境界の集合・離散によって空間に奥行きを生み出すー

関係がはっきりと分かれている

要素（例 . 外気 , 日射など）

A B A B

空間に深さを与えることで緩やかに場所を分ける

要素が減らされ、空いた場所
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・薄暗く風が入り込む
・外に比べ涼しい

・室内だが明るい
・解放感がある

02_空間に影響を及ぼす細かな境界
　先に述べた空間の特性から、空間に影響を及ぼす境界は、一般的に使われる動線などをせき止めるような、目に
見える 2次元的な面ではなく、何かしたの要素が切り替わる部分であるといえる。
そのように境界を捉えると、従来意識する事のなかった、細かく、細分化した境界が浮かび上がる。
　本研究では、空間に影響を及ぼす境界をリスト化し、要素ごとに分析を行うことで、どのような要素の切り替わ
りが、空間に変化を及ぼしているのかを明確にしていく。

(ex)
日射の切り替わりによって生まれる境界

00_空間に深さを与える

細かな境界細かな境界
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03_空間に影響を及ぼす境界のリスト化
　建築における要素の切り替わりをリスト化し、変化が起きている要素、起きていない要素を明確にするこ
とで、その境界がどういった要素に対して力を及ぼしているのかを分析する。
　図では左側から右側に移動する際の変化を表し、切り替わりが起きている要素、起きていない要素を明確
にすることで、その境界がどの要素に対して力を及ぼしているのかを分析する。その結果、外気や日射といっ
た環境的要素では、ルーバーなどによって緩やかに要素を減らす「要素が引かれる境界」、天窓などによって
要素を室内に貫入させる「要素が足される境界」、壁と天井で囲む事で要素を無くす「要素が隔てられる境界」
の三種類の操作が見られた。幅員、天井高、段差といった要素では「スケールの変化を及ぼす境界」、床材、
壁材といった素材の要素では「視覚的な変化を及ぼす境界」が存在した。　

05_細かな境界が連続することで生まれる奥行き
　連続断面図での分析から、冒頭で述べた深さを持った建築空間とは、細分化した境界が連続することで生
まれる、奥行を持った場所であると考える。
そういった境界の連続を手法とした建築によって関係性を二分しない建築空間を提案する。

06_「端点」「変節点」「折点」により空間に奥行きを持たせる
　具体的な操作として、細分化した境界を 3つの点によって作り出す。1つ目は線分の端となる「端点」、2つ目は別の方向に変
化する「変節点」、3つ目は曲がり方が変化する「折点」、これらの点を床、天井、壁の操作によって生み出し、連続させること
で空間に奥行きを持たせる。
　その内、端点と変節点をその場所で変化する強い境界、折点を連続したまま変化する弱い境界であると定義する。

07_操作：点の集合・離散
　点によって生み出した境界による分け方を、モデルを作成し検討する。その結果、境界の集合・離散によって様々な分
け方を生み出すことが出来た。モデルでは、日常で意識していなかった境界が、折点を集合させることで、強く現れたもの。
またその場で別れる変節点や端点といった、強い境界が離散することで変化を曖昧にしたものなどが存在している。
　そのように検討したモデルから、境界の集合・離散の操作によって、様々な分け方を行うことが可能であると考えた。

08_奥行きを交差させる
　点により生み出した奥行を交差させることで場を形成する。
開口によって交差した場合、均質な特徴を持った空間が連続し、
空間的な魅力に乏しい。
そこでXY軸の両方に奥行を生み出す、垂れ壁、腰壁、袖壁の操
作を加えることで、細分化した境界の連続を保った、細かい変化
のある場を形成していく。

04_連続断面図による空間体験の図示
　魅力的な空間は、細分化した境界が複合的に組み合わさることで生まれていると考える。
建築における、そのような空間体験を図示するため、動線として通る部分の断面図を作成し、それらをつなげ合わせた「連続断面
図」と「要素の変化を表した図」により、動線内にある要素の切り替わりの可視化を行う事で建築空間の分析を行う。
　連続断面図から、要素の切り替わりが起きている細分化した境界を抽出すると、境界がズレている箇所では緩やかに場が分かれ、
関係性を二分しない、魅力的な空間が形成されていることが分かる。
例えば下図１の部分では床材の変化があるが、天井高などが変化せず、また外気や日射といった環境的要素も徐々に変化している
ことで、住宅内に半公共的な使われ方となっている場が作られている。
このような分析から、細分化した境界がズレながら連続することで、細かな変化が連続する、空間の奥行を生み出すことが可能で
あると考える。
　本設計では、分析した要素の内、操作として形に直結する「段差」「天井高」「幅員」に注目し、その他の要素を副次的な効果と
して考える。

１．日射や外気が入る事で半公共的な場所となっている。その為外から客人を
多く招待し、交流の場として住宅が使われることが多くある。

２．寝室のみ日射を区切る事で建物内において、部屋のプライベート性が増してい
る。

細分化した境界

A B

A と B の間の空間

細分化した境界の連続による奥行き

奥行きを生み出す

奥行きを生み出す

折
点

境界

床の角度を変化させる

床の角度を変化させる

床の高さを変化させる

床の高さを変化させる

開口によって交差させた場合、均質な特徴を持った空間が連続する奥行きとなる xy 軸に奥行を生み出す操作によって細かい境界を保ったまま奥行きを生み出す

(X軸 ) 端点が分散することで境界があいまいになる奥行き (Y軸 ) 折点が集中することでうっすらと境界が現れる奥行き

弱い境界（折点）が集中する事で、うっすら
と境界が現れる。
日常で意識していなかった境界が集まること
で変化が強く現れるモデル

モデル A：折点×集合
→日常で意識しない境界が強く現れる

→境界がより一層弱くあいまいになる

→境界が強く現れる

→境界があいまいになる

→変化にメリハリを生み出す

弱い境界（折点）が離散する事で、境界がよ
り一層弱くあいまいになる。
それによって更に意識されにくい境界となっ
たモデル。

モデル B：折点×離散

強い境界（変節点）が集中することで、より
明確に境界が現れる。
日常で感じやすい境界が集まる事でより明確
に場所を分けるモデル。

モデル C：変節点×集合

強い境界（変節点）が離散することで、境界
があいまいとなる。
それによって場所を緩やかに変化させていく
モデル。

モデルD：変節点×離散

点の集合・離散を複合させる事で境界による
変化にメリハリを生み出す。
それにより、様々な場所のつなぎ方を持つモ
デル。

モデル E：複合モデル

 壁の角度を変化させる 

天井の高さを変化させる 

壁の幅員を変化させる

壁を湾曲させる

徐々に床の高さを変化させる
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1927~1939 年 1975~1978 年 現在

SITE

01 過去の神田

02 現在の神田

03 提案

オフィスビル

オフィスビル

main street center of Block

main street center of Block

住宅

深さを持った空間

商店 裏長屋

main street center of Block

町地

SITE

A 通りに面したガワ部分

B奥に存在する街区のアン

商業の賑わい 生活の賑わい

オフィス街の賑わい

オフィス街の賑わい

賑わいが失われている

緩やかに活動をつなげる場によって
賑わいを取り戻す

街区の外側：大通りに商業の賑わいが現れる
街区の内側：様々なプログラムが繋がる場を用意する事で、新たな賑わいを提案する

14_活動に奥行きを生み出す
　深さを持った建築は、要素ごとに境界が変化することで、細かな違いを
空間に与える。
　提案した空間では、床の段差によって生まれる境界、天井高によって生
まれる境界、点の操作によって生まれる境界がズレながら連続しているこ
とで、細かな変化が連続している場が作られていることが下図から分かる。
そのように、機能のゾーニング図では３つの境界が存在する場所に深さを
与えることで、約 10個の境界を作り、空間体験に奥行きを生み出す。
　そういった奥行きによって、細かな活動の変化や重なりを創出する。
以上から、本修士設計は建築に深さを与えることで、活動に奥行が生まれ、
関係を二分しない設計手法として有効であると言える。

11_街の奥を提案する
　現在、敷地周辺には小規模な製造業者や加工業者などが多く、それらが独立し、大通りに接している。
街区の内側に深さを持った場所を創出することで、現在は単体で存在している、様々なオフィス機能を街
の奥で繋げる事を提案する。
それによって、この街で価値が失われつつある街区の奥を見直すきっかけになるのではないかと考える。

街区のガワとなる表通りでは商業の賑わいが、街区の
アンとなる閉鎖的な敷地の奥では、裏長屋という形式
によって奥行きをもたらすことで生活の賑わいが生ま
れていた。
このように街区のガワとアンにそれぞれ異なる活気が
存在したと考えられる。

表通りにはオフィスビルが立ち並び人や車の往来が多
く、賑わいを持っている。しかし街区の奥では室内外
を明確に分けていることで、狭く、薄暗い場所となっ
ており活気が失われている。このことからガワ部分は
価値のある場所、アン部分は価値があまりない場所と
なっているのではないかと考える。

現在は小規模な製造業者や加工業者がそれぞれ独立し
て存在し、大通りに接している。
提案によって街区の内側に奥行きを取り戻す事で、大
通りに現れる機能の一部を街の奥でつなげ、活気を生
み出す。
それが、街区の内側が持つ価値を見直すきっかけにな
るのではないかと考える。

09_多くの職人・町人が集住した街
　本提案の敷地に選定した神田岩本町は江戸時代には町地として土地利用されており、「東紺屋町」「神田金
物通り」といった町名や通りの名前にあるように、金物や染物業者に関わる職人や町人が多く住む町であった。
その為通りに面した商店と、狭い裏長屋によって街が構成され、街区の外側では商業の賑わいが、内側では
生活の賑わいが存在した。
　このような特徴から街区のガワとアンでは異なる賑わいを持っている街であると考えられる。

10_価値が失われつつある街区の奥
　対象敷地の街区は、1927 年頃から現在に至るまでほとんど形が変化しておらず、今現在もガワとアンの構
成を継承している場所であると考える。しかし現代の街では、大通りに面している場所に価値が集中し、街
区の内側の価値が失われているのではないかと考える。
　今回提案を行う千代田区神田岩本町は、裏長屋という形式が閉鎖的な街区の内側に、奥行きをもたらすこ
とで賑わいを生んでいたが、現在は室内外の関係を二分し、狭く暗いだけの場所となり活気が失われている。
本提案によって内側に奥行きを取り戻すことで、活気を作り、その活気が外側に伝播し、街全体の活性化に
つながるのではないかと考える。

15_ 深さを持った建築における空間体験の図示12_街に存在する小さな機能が街の奥で繋がる
　本提案によって、街の奥に深さを持った空間を創出するこ
とによって、街区の内側で様々な活動を許容し、それらが繋
がりあう場を作り出す。
それによって、今まで街に単体で存在していた小規模な機能
が繋がり、それらが混ざりあうことで新たな街の魅力を作り
出す。
　街区の外側では、現在と変わらず大通りに商業の賑わいが
現れ、街区の内側では本提案によって様々な機能や人が混ざ
りあう事で新たな賑わいを創出する。

13_ 異なる活動を緩やかにつなげる公共施設
　プログラムは、街区の奥で多様な人が緩やかにつながるという目的から、不特定多数の人が様々な目的で利用する公共施設とす
る。
現在の公共施設の多くは、図書館、博物館など、機能を分割し、目的によってそれぞれ異なる場所に存在している。
本提案では 1つの機能に限定せず、街の活動の拠点となるような、様々な機能を許容する場所を目指す。

製作所や中小企業のオフィスビルが多く立
ち並び、大通りに面している。
製造業や加工業などモノづくりに携わる会
社が多くみられる。

多くの中小企業のオフィスビルが高密度に
立ち並んでいる。車通りも多い。
様々な業種の企業が存在している。

飲食店や住宅、オフィスが存在している。
昼頃には会社員が多く現れる。

徐々に壁が立ち上がる事で緩やかに道と建物をつなぐ
壁の変節点によって場所があいまいになる

街路のテクスチャが建物内に続く

日射による折点と端点を組み合わることで強く分ける

屋根の端点によって場に抑揚を生み出す

屋根の折点が緩やかに場所を変化させる

床の折点によって緩やかにプログラムが変化する

壁に角度をつける事で微妙な場の変化を生まれる 天窓から入る日射によって明るさが変化する
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神田金物通り 水天宮通り 横町

点によって生まれる境界 B-B’ 断面図天井高によって生まれる境界段差によって生まれる境界



端点＋端点

折点＋端点

折点

床材が街から連続し、壁の折点が離散することで、街から緩やかにつながる場所となっている。また、横に存在するカフェが床の変節点によっ
て分かれ、縦方向では非常に弱く曖昧な境界が、横方向には強い境界が存在する場所となることで、道にカフェの賑わいがにじみ出るような場
となっている。

境界をずらさずに集中させることで、作業エリアとギャラリーを明確に分けている。それによって視覚的に近くに感じる互いの場所が、実際の
体験では距離のある空間となっている。

手前に存在する工房では、様々な境界が離散することで、この場所の使われ方に細かな違いを生み出している。また、奥のオフィスと折点によ
る弱い境界によって分けることで、工房とオフィスという 2つの機能を分けつつ、それらが混ざりあうような場となっている。

弱い境界が集合することで、日常で意識していなかった境界が現れる。それによって流動的なギャラリー空間と落ち着いて人が過ごす作業エリ
アをはっきりと分けつつ、互いが微妙に関係しあう距離感を生み出している。


